
為替週間展望＝ドル円は１４３～１４５円台のレンジを軸に上下に振幅か

　　　　　　　　　　［６月２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    5 月 26 日～ 5 月 30 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  142.49   146.28(29)    142.12(27)    143.90   +1.34

ユーロ・ドル  1.1363   1.1419(26)    1.1210(29)    1.1343   -0.0019

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    37,965.10     +804.63     日本10年債利回り   1.499   -0.039

ダウ平均株価    42,215.73     +612.66     米10年債利回り     4.418   -0.093

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２日　　英５月ネーションワイド住宅価格

　　　　スイス４月小売売上高、スイス第１四半期ＧＤＰ

　　　　独５月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏５月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英５月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米５月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米５月ＩＳＭ製造業景況指数

　　　　米４月建設支出

３日　　豪第１四半期経常収支

　　　　中国５月財新製造業ＰＭＩ

　　　　スイス５月消費者物価指数

　　　　植田日銀総裁講演

　　　　ユーロ圏５月消費者物価指数速報値、ユーロ圏４月雇用統計

　　　　米４月製造業受注

　　　　米４月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数

４日　　豪第１四半期ＧＤＰ

　　　　独５月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏５月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　英５月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米５月ＡＤＰ雇用統計

　　　　カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利

　　　　米５月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米５月ＩＳＭ非製造業景況指数

　　　　米地区連銀経済報告（ベージュブック）

５日　　豪４月貿易収支

　　　　中国５月財新サービス業ＰＭＩ

　　　　スイス５月雇用統計

　　　　独４月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏４月生産者物価指数

　　　　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　　　　ラガルドＥＣＢ総裁記者会見

　　　　米４月貿易収支、米第１四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　カナダ４月貿易収支、カナダ５月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

６日　　日本４月勤労者世帯家計調査

　　　　日本４月景気動向指数速報値

　　　　独４月鉱工業生産指数、独４月貿易収支
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　　　　ユーロ圏４月小売売上高、ユーロ圏第１四半期ＧＤＰ確報値

　　　　カナダ５月雇用統計

　　　　米５月雇用統計

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は１２日に１４８．６０台まで上昇した後は下落基調が続い

てきた。米国の財政悪化懸念を背景とする米国債売り、すなわち米国売りによるドル売

り、日本長期金利上昇に伴う円買いなどが背景にある。こうした動きを受けて、ドル円

は上値の重い動きが続くとした。

　　　　

【ドル円は１４６円台まで上昇後に１４３円台に急落】

　米国が対ＥＵ５０％関税の発動期限を６月１日から７月９日に延長したことに反応し

て、２６日のドル円は朝方に１４３円台まで上昇したものの、買いが一服すると１４

２．２０台まで下落した。ただ、その後再び１４３円台まで戻りを見せた。

　　

　２７日は朝方に日銀主催の国際コンファレンスで植田日銀総裁が、「見通し実現して

いけば２％目標持続達成へ引き続き利上げ、基調的物価上昇率は見通し期間後半に２％

へ収束する見込み」と発言した。そのほか、「足元の物価上昇はユーロ圏や米国より高

くなっている、食料品価格の上昇が基調物価に与える影響を注意する必要がある」など

と述べた。植田総裁のタカ派的な発言で、ドル円は１４２円近くまでドル安円高が進ん

だ。

　　

　ただ、この後は５月２９日にかけてドル円は１４６円台前半まで上値を伸ばした。２

７日は財務省が２５年度国債発行計画の年限構成を近く再検討するとの報道により、超

長期債券の発行額減額観測が広がり、日本の超長期債利回りが急落したことで円安が進

行した。さらに欧米の株高や、５月の米消費者信頼感指数の上振れなどからドル買い円

売りとなり、ドル円は１４４円台まで上昇した。

　　

　２８日に日本の４０年物国債の入札が実施されて、応札倍率が前回を下回るなど不調

だったものの、あらかじめ想定されていたこともあり、ドル円への影響は限定的なもの

となった。その後、１４５円台に乗せている。

　　

　２９日には米国際貿易裁判所がトランプ米大統領の打ち出した相互関税の差し止めの

判断を示したことが好感されて、ドル売り円買いに傾き、ドル円は１４６円台前半まで

大きく上値を伸ばした。その後、米連邦控訴裁判所は、米国際貿易裁判所によるトラン

プ関税の差し止めを一時停止する判断を示した。これを受けて、ドル売り円買いが進ん

で、３０日には１４３円台後半までドル安円高が進んだ。

　　

【米雇用統計ウィークで経済指標に注目】

　日米の経済指標やイベントとしては、２日に米５月製造業ＰＭＩ確報値、米５月ＩＳ

Ｍ製造業景況指数、米４月建設支出、３日に米４月製造業受注、米４月雇用動態調査

（ＪＯＬＴＳ）求人件数、４日に米５月ＡＤＰ雇用統計、米５月サービス業ＰＭＩ確報

値、米５月ＩＳＭ非製造業景況指数、５日に米４月貿易収支、米第１四半期非農業部門

労働生産性指数、米新規失業保険申請件数、６日に日本４月勤労者世帯家計調査、日本

４月景気動向指数速報値、米５月雇用統計などがある。

　　

　６月２日の週は、米雇用統計をはじめとして注目度の高い米経済指標が数多く発表さ

れる。関税関連の報道に左右されやすい状況が続くとみられるものの、米国の関税政策

の影響が実体経済にどう影響を及ぼしてくるのか、各指標の動向が注目される。

　　

　２日の米５月米ＩＳＭ製造業景況指数の事前予想は４９．０で、前回の４８．７を上

回る見込み。３日の米４月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数の事前予想は７１０．

０万人で、前回の７１９．２万人から減少の見込み。４日の米５月ＡＤＰ雇用者数の事

前予想は前月比１１．０万人で、前回の６．２万人増から改善の見込み。米５月米ＩＳ

Ｍ非製造業景況指数の事前予想は５２．０で、前回の５１．６から改善の見込み。６日

の米５月雇用統計で、非農業部門雇用者数の事前予想は前月比１３．０万人増で、前回

の１７．７万人増から減少する見通し。失業率の事前予想は４．２％で前回と同水準と

なっている。

　　

　ドル円は１４２円台では買いに支えられたものの、１４６円台では売り圧力に押され



ている。トランプ関税関連の報道や米経済指標の動向に左右されやすいものの、一本調

子での上昇や下落は想定しにくい。１４３～１４５円台のレンジを軸に上下に振幅する

展開が見込まれる。ドル円の目先の予想レンジは、１４２．００～１４６．５０円。

　　

【ユーロドルは戻り高値圏での振幅か】

　５日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会では、政策金利が０．２５％引き下げられると

の見方が広がっている。今回の利下げは既定路線としてとらえられている。こうした

中、声明やラガルドＥＣＢ総裁の記者会見が注目される。ＥＣＢは年内２回程度の利下

げが見込まれており、ラガルド総裁が今後の利下げに関してどのような見解を示すかが

注目される。

　　

　ユーロドルは２６日に１．１４台まで上昇した後、修正安に転じた。２９日には米国

際貿易裁判所がトランプ米大統領の打ち出した相互関税の差し止めの判断を示したこと

でドル買いに傾き、一時１．１２近辺まで下落した。ただ、その動きが一服すると一転

してドル売りとなり、１．１３台まで上昇している。一本調子での上昇は想定しにく

く、１．１２～１．１４台を中心とするもみ合いが続くとみられる。ユーロドルの目先

の予想レンジは、１．１２００～１．１５００ドル。

　　

　ポンドドルは２６日に１．３６に迫る動きを見せた後、１．３４近くまで下落を見せ

た。ただ、その後は下げ渋りを見せている。高値圏からの調整が一服している。底堅い

動きが見込まれる中、緩やかな上昇トレンドが続くとみられる。ポンドドルの目先の予

想レンジは、１．３４００～１．３７００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２日に英５月ネーションワイド住宅価格、

独５月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏５月製造業ＰＭＩ確報値、英５月製造業ＰＭＩ確

報値、３日に豪第１四半期経常収支、中国５月財新製造業ＰＭＩ、スイス５月消費者物

価指数、ユーロ圏５月消費者物価指数速報値、ユーロ圏４月雇用統計、４日に豪第１四

半期ＧＤＰ、独５月サービス業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏５月サービス業ＰＭＩ確報値、

英５月サービス業ＰＭＩ確報値、カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利、５日に豪４月貿易収

支、中国５月財新サービス業ＰＭＩ、独４月製造業受注指数、ユーロ圏４月生産者物価

指数、欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利、ラガルドＥＣＢ総裁記者会見、６日に独４月

鉱工業生産指数、独４月貿易収支、ユーロ圏４月小売売上高、ユーロ圏第１四半期ＧＤ

Ｐ確報値などがある。
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